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はばたく！　３２人の卒業生

第１回定例会……………………………

令和７年度会計予算特別委員会………

８人の議員が町政をただす……………

議会の動き………………………………

わたしたちのすっだいこと！…………

  2頁

  4
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15　　

16

　去る３月１４日（金）に、西川中
学校で卒業式が行われました。
　卒業証書を持つ、成長した子ど
もたちの雄姿に、保護者の皆さま
始め、先生方も万感の思いがこみ
上げたでしょう。

※上記QRコードを
　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。
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いきいきいきいきとと暮らせる町暮らせる町にに
　令和７年度の一般会計予算は、歳入歳出の総額がそ
れぞれ90億円で、前年度と比較して15億2000万
円、20.4％の増です。生産年齢人口増加に向けて町
民の皆さまと協働し、町外の方から共感を持っていた
だける町となることを目指すため、各種予算が編成さ
れました。

特別会計予算 企業会計予算

令和７年度一般会計予算90億円

大きな事業を実施するために
国や銀行などから借りるお金

町　税
6 億 7958 万円

（7.6％）

繰入金
16 億 6212 万円

（18.5％）
地方交付税

30 億 5000 万円
（33.9％）

国庫支出金
15 億 5717 万円

(17.3％)

国庫支出金
15 億 5717 万円

(17.3％)

その他依存財源
2 億 430 万円（2.3％）
その他依存財源
2 億 430 万円（2.3％）

町債
3 億 940 万円 (3.4％)
町債
3 億 940 万円 (3.4％)

県支出金 
2 億 6878 万円 (3.0％)
県支出金 
2 億 6878 万円 (3.0％)

依存財源依存財源 歳入

町民税や固定資産税など
町民の皆さまが納める税金

基金（町の貯金）
を取り崩して事
業に充てるお金

※（　）は構成比

全国的に一定水準
の行政サービスを
保つため国から交
付されるお金

自主財源
町で集めるお金
36億1035万円
（40.1％）

その他自主財源
12 億 6865 万円

（14.0％）

その他自主財源
12 億 6865 万円

（14.0％）

依

　存

　財

　源

自
　主
　財

　源

国からの補助金など

使用料や手数料など

国や県、借入金に
頼るお金

53億8965万円
（59.9％）

地方消費税交付金や地方譲与税など

県からの補助金など

総務費
21 億 9033 万円

（24.3％）

民生費
7 億 4955 万円

（8.3％）

衛生費
6 億 847 万円

（6.8％）

土木費
6 億 6548 万円

（7.6％）

商工費
24 億 7957 万円

（27.5％）

教育費
7 億 720 万円

（7.8％）

災害復旧費
2 億 5090 万円 (2.8％) 

公債費
6 億 4849 万円

（7.2％）

農林水産業費
2 億 9717 万円 (3.3％)
農林水産業費
2 億 9717 万円 (3.3％)

その他 1 億 77 万円 (1.1％)その他 1 億 77 万円 (1.1％)

庁舎や水沢温泉館などの施設
管理、各種システムの維持、
管理などにかかるお金

高齢者や障が
い者、子ども
の福祉対策、
路線バスなど
にかかるお金歳出
健診や予防接種、
ごみ処理、病院
会計繰出しなど
にかかるお金

道路や河川の維持、
整備、除雪などに
かかるお金

学校教育や生涯学
習、スポーツ振興
などにかかるお金

町債として借りた
お金の返済など

デジタルを活用した
地方創生や商工業、
観光業などの振興に
かかるお金

議会費や労働費など

※（　）は構成比

消防費　
3 億 207 万円 (2.7％) 　 

消防や災害対策などに
かかるお金

農業や林業、畜産業などの
振興にかかるお金

被災箇所の復旧などにかかるお金

町の貯金（財政調整基金と減債基金の合計）の残高の推移町の貯金（財政調整基金と減債基金の合計）の残高の推移

21億
9917万円
21億

9917万円

令和４年度令和４年度

20億
5752万円
20億

5752万円

令和５年度令和５年度

21億
4327万円
21億

4327万円

令和 6年度令和 6年度

17億
7362万円
17億

7362万円

令和７年度（推計）令和７年度（推計）

※左のグラフは企画財政課が作成した
資料に基づくものです。

※減債基金は、町債として借りたお金
の返済のために設ける基金です。

国 民 健 康 保 険 国 民 健 康 保 険
大井沢歯科診療所

寒河江ダム周辺
施 設 管 理 事 業 病 院 事 業 水 道 事 業

5 億 9402 万円
（4.2％減）

330 万円
（1.6％減）

401 万円
（0.9％増）

7 億 7084 万円
（0.5％増）

2 億 297 万円
（2.3％減）

後期高齢者医療 介 護 保 険 宅 地 造 成 事 業 公共下水道事業 農業集落排水事業

1 億 844 万円
（2.7％減）

7 億 5560 万円
（1.4％減）

0 円
（皆減）

1 億 8351 万円
（3.9％増）

2858 万円
（14.2％増）

※（　）は前年度比

過去最大

【予算事業選択の基本原則】
１ 　【必 要 性】 要望・対話による必要性の確認
２ 　【寛 容 性】 寛容性向上による人口減少の抑制
３ 　【経済効果】 政策の乗数効果、町内資金循環の意識
４ 　【財源確保】 事業遂行の原動力・財源の確保
５ 　【広　　報】 広報による一体感のある地域づくり・交流促進
６ 　【担い手確保・関係人口】 西川ファンとの協働による課題解決、事業・農業継続

令和7年
第 1 回
定 例 会
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　令和７年度の各会計予算は、予算特別
委員会（議長を除く9人の議員で構成）で
の審査に付託されました。
　予算特別委員会では、３月３日から４日
間にわたり各課の予算説明を受け、質疑
を行いました。その主な内容を紹介します。

消
防
団
の
手
当

消
防
団
の
手
当
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。

総
務
課

災
害
対
応
出
動
手
当

は
、
４
時
間
ま
で
４
千
円
、

８
時
間
ま
で
８
千
円
で
４

時
間
を
超
え
る
ご
と
に
４

千
円
を
加
算
し
ま
す
。
訓

練
や
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
等

の
手
当
は
、
４
時
間
ま
で

２
千
円
で
４
時
間
を
超
え

る
ご
と
に
２
千
円
を
加
算

し
ま
す
。

融
雪
遅
延
対
策

融
雪
遅
延
対
策
は
、

３
月
か
ら
実
施
で
き

る
の
で
す
か
。

建
設
水
道
課

今
年
度
（
令
和
７
年

３
月
末
）
ま
で
実
施
し
た

融
雪
遅
延
対
策
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
予
算
で

対
応
し
、
令
和
７
年
度

（
令
和
７
年
４
月
）
か
ら

実
施
し
た
融
雪
遅
延
対
策

に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年

度
予
算
で
対
応
し
ま
す
。

問問 答答

直
接
支
払
交
付
金

環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
払
交
付
金
は
、

わ
ら
び
精
算
も
可
能
と
伺

い
ま
し
た
が
、
面
積
か
、

個
人
生
産
者
か
、
ど
ち
ら

が
支
援
対
象
で
し
ょ
う
か
。

み
ど
り
共
創
課

面
積
要
件
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
団
体
生
産
者
へ

の
補
助
と
な
り
ま
す
。

問答

新
規
狩
猟
免
許
取
得

新
規
狩
猟
免
許
取
得

者
へ
の
支
援
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。
ま
た
、
猟

友
会
で
鳥
獣
捕
獲
し
た
場

合
の
埋
設
場
所
は
決
ま
り

ま
し
た
か
。

み
ど
り
共
創
課

銃
の
免
許
取
得
者
は

15
万
円
、
罠
の
免
許
取
得

者
へ
は
４
万
円
の
補
助
を

し
ま
す
。

　

埋
設
場
所
は
ま
だ
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
事
な

課
題
と
し
て
今
後
、
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
い
べ
の
管
理

あ
い
べ
の
管
理
委

託
先
と
そ
の
内
容

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
な
ぶ
課

予
約
受
付
、
使
用

料
の
徴
収
、
宿
日
直
等
の

窓
口
業
務
を
月
山
朝
日
観

光
協
会
に
年
間
７
９
４
万

８
千
円
で
委
託
し
ま
す
。

町
営
住
宅

町
営
住
宅
の
実
施
設

計
委
託
料
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
住
宅
建

設
の
場
所
・
規
模
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

建
設
水
道
課

海
味
地
区
内
の
町
有

地
に
、
１
K
・
１
棟
の
町

営
ア
パ
ー
ト
の
建
設
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
カ
ー

小
型
ト
イ
レ
カ
ー
や

ウ
イ
ン
グ
カ
ー
の
活

用
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

総
務
課

災
害
時
の
活
用
に
な

り
ま
す
が
、
平
常
時
に
お

い
て
も
イ
ベ
ン
ト
や
地
域

へ
の
貸
し
出
し
な
ど
積
極

的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

い
き
い
き
お
茶
飲
み
会

い
き
い
き
お
茶
飲
み

会
の
補
助
は
、
各
地

域
で
行
な
っ
て
い
る
ミ
ニ

デ
イ
を
含
む
の
で
す
か
。

観
光
課

い
き
い
き
お
茶
飲
み

会
の
補
助
は
、
さ
ら
ぬ
ま

サ
ロ
ン
な
ど
へ
の
補
助
で
、

講
演
料
や
視
察
料
を
積
み

立
て
た
高
齢
者
支
援
基
金

か
ら
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
区
開
催
の
ミ
ニ
デ
イ
支

援
は
、
介
護
保
険
予
算
か

ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問問

問問

答答

答答

仁
田
山
放
牧
場

仁
田
山
放
牧
場
へ
の

町
内
畜
産
農
家
か
ら

の
放
牧
が
ゼ
ロ
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

の
利
活
用
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

み
ど
り
共
創
課

町
外
の
み
で
10
頭
ぐ

ら
い
と
な
る
の
で
、
町
営

牧
場
と
し
て
検
討
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

駅
伝
競
走
大
会

駅
伝
競
走
大
会
の
今

後
の
運
営
は
ど
の
よ

う
な
形
で
実
施
し
ま
す
か
。

ま
な
ぶ
課

公
民
館
対
抗
は
行
わ

ず
、
町
外
か
ら
も
参
加
可

能
と
し
、
開
催
時
期
を
秋

と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体

的
内
容
は
、
今
後
調
整
し

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問問 答答

▲

わ
ら
び

▲

融
雪
遅
延
対
策

▲

い
き
い
き
サ
ロ
ン

▲

仁
田
山
放
牧
場

担　当　課
説　明

予　算
特別委員会

令和7年度会計 町民の未来のため町民の未来のため
　　　　77年度予算を問う年度予算を問う

▲

あ
い
べ

問答



西川町議会だより 第132号　7 6

病
床
数４

月
か
ら
の
病
床
数

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

現
在
の
43
床
か
ら
28

床
に
減
ら
し
、
個
室

を
現
在
の
３
室
か
ら
６
室

に
し
ま
す
。

個
室個

室
を
増
や
す
理
由

は
何
で
す
か
。

面
会
時
も
家
族
と
対

応
で
き
ま
す
。
ま
た
、

過
ご
し
や
す
い
環
境
の
要

望
が
あ
る
の
で
改
善
し
ま

す
。

産
業
医産

業
医
の
受
託
を
増

や
す
こ
と
は
可
能
で

す
か
。産

業
医
と
し
て
免
許

取
得
医
師
は
１
名
で

あ
り
ま
す
が
、
事
業
所
か

ら
要
望
が
あ
れ
ば
対
応
可

能
な
の
か
検
討
し
ま
す
。

医
療
マ
ー
ス
車
両

医
療
マ
ー
ス
車
両
購

入
を
予
算
化
し
て
い

ま
す
が
、
ど
ん
な
車
両
で

す
か
。軽

ト
ラ
ッ
ク
ベ
ー
ス

で
、
非
常
用
バ
ッ
テ

リ
ー
を
装
備
し
て
、
災
害

時
・
デ
ジ
タ
ル
関
係
の
研

修
時
・
訪
問
診
療
時
に
ど

こ
で
も
利
用
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

繰
入
金
と
交
付
税

病
院
経
営
に
対
す
る

一
般
会
計
の
繰
入
金

と
交
付
税
で
交
付
さ
れ
る

額
は
い
く
ら
で
す
か
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
は
３
億
円
で
、

町
か
ら
一
般
会
計
に
交
付

税
で
交
付
さ
れ
る
額
は
約

１
億
３
千
万
円
で
す
。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

▲

町
立
病
院
個
室

　３月12日、議場で予算特
別委員会を開催し、令和７年
度の各会計予算の審査、採決
を行いました。主な質疑の内
容などを紹介します。

　予算特別委員会におい
て、町立病院に関する質
疑応答が多く見受けられ
ましたので、ここで、主
な内容を紹介します。

総　括
質　疑

審議
採決

高
校
生
等
就
学
支
援
金

来
年
度
の
予
算
書
に

高
校
生
等
就
学
支
援

金
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
廃
止
を
考
え

て
い
る
の
で
す
か
。

ま
な
ぶ
課

廃
止
す
る
こ
と
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。
先
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、

子
ど
も
の
権
利
条
約
等
に

照
ら
し
て
配
慮
す
べ
き
と

の
指
摘
を
受
け
ま
し
た
の

で
整
理
し
て
進
め
て
い
く

べ
き
と
し
て
、
今
回
の
予

算
計
上
に
は
い
た
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

問答

ド
ラ
イ
バ
ー
の
状
況

町
の
交
通
イ
ン
フ
ラ

を
支
え
る
路
線
バ
ス

や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
す
が
、

委
託
先
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

充
足
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

町
民
税
務
課

集
落
支
援
員
２
名
が

運
転
業
務
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
ま
た
令
和
６
年
度

よ
り
労
働
単
価
の
大
幅
な

基
準
の
見
直
し
を
し
て
お

り
、
現
在
ド
ラ
イ
バ
ー
は

充
足
し
て
い
ま
す
。

問答

入
館
料大

井
沢
自
然
と
匠
館

の
入
館
料（
大
人
２

０
０
円・中
学
生
以
下
１
０

０
円・幼
児
無
料
）は
安
く

あ
り
ま
せ
ん
か
。

観
光
課

昨
年
の
６
月
議
会
で

歴
史
文
化
施
設
条
例
を
制

定
し
入
館
料
も
定
め
ま
し

た
。
現
在
入
館
料
の
改
定

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
は
周
辺
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
の
状
況
に
合
わ
せ
て

考
え
て
い
き
ま
す
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
人
材
育
成
事
業

モ
ビ
リ
テ
ィ
人
材
育

成
事
業
の
内
容
は
ど

う
い
っ
た
も
の
で
す
か
。

町
民
税
務
課

国
土
交
通
省
の
事
業

で
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
「
の
っ
て
あ

べ
」
の
上
手
な
活
用
方
法

や
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
・
待

ち
時
間
の
上
手
な
活
用
方

法
、
上
手
に
活
用
い
た
だ

い
て
い
る
利
用
者
の
ご
紹

介
や
体
験
会
な
ど
を
通
し
、

行
政
だ
け
で
な
く
委
託
業

者
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
提
供

者
・
協
力
者
な
ど
、
み
ん

な
で
利
用
し
や
す
い
環
境

を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

問

問

答

答

町
営
住
宅

町
営
住
宅
の
空
き
状

況
は
ど
う
で
す
か
。

ま
た
今
後
の
住
宅
需
要
に

答
え
る
た
め
の
計
画
は
あ

り
ま
す
か
。

建
設
水
道
課

５
部
屋
ほ
ど
空
い
て

い
ま
す
が
、
現
在
１
部
屋

は
入
居
し
た
い
と
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
の
計
画
は
、

今
後
策
定
し
て
い
く
考
え

で
い
ま
す
。

問答

▲

路
線
バ
ス

▲

自
然
と
匠
館

担　当　課
説　明予　算

特別委員会

令和7年度会計

［町立病院］

※�

産
業
医
と
は
…
事
業
所
で
働

く
労
働
者
の
健
康
管
理
や
安

全
確
保
を
目
的
と
し
て
、
専

門
的
な
立
場
か
ら
指
導
や
助

言
を
行
う
医
師
の
こ
と
。

サービス概要（２ ３）

サービス名 医療Ｍ 車両（多目的車両）による訪問診療サービス 事業費 千円
ターゲット 西川町の住民

サービス内容

☑ 上記サービスの実装にあたり、国による他の補助金等の対象となる可能性のある事業は、当該補助
金等を利用することについて確認した

医療Ｍ 車両に看護師が乗車し、車両に搭載したモニ
ターにより病院にいる医師が遠隔地の患者を診察する。町立
病院や診療所までの交通手段がない高齢者や一人でオンラ
イン診療を受けることが困難な方に柔軟に対応できるよう移
動できるオンライン診療の拠点として、より安心して利用できる
環境を整備する。
さらに、車両は災害時の医療拠点として多目的に使用可能
である。
他にも、デジタル弱者である高齢者のデジタルデバイド（情
報格差）対策として、全戸に配布した「タブレット（つながるく
ん）」を生活のインフラとして利用するたのタブレット教室の開
催、など多岐にわたる利用を想定している。

オンライン診療により地域医療サービスを提供

多目的な利用

タブレット教室
（高齢者のデジタルデバイド対策） 災害等発生時の医療拠点

オンライン

▲医療MaaS車両導入によるサービスイメージ図

▲デマンドタクシー
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議案番号 件　名 議案の主な内容

同意第1号 固定資産評価審査委員会委員の選任
澁谷健悦さん（大井沢）が令和 7年 4月17日をもっ
て任期満了となるので、その後任として佐藤丈助さ
ん（大井沢）を新たに選任する。

同意第2号 人権擁護委員候補者の推薦
佐藤登紀子さん（入間）が令和 7年 6月30日をもっ
て任期満了となるので、その後任として束松みち子
さん（水沢）を新たに推薦する。

議第3号 町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定
間沢郵便局、西川月山郵便局、西川郵便局、大井
沢郵便局を町の指定の事務を取り扱う郵便局として
指定する。

議第 4号 ブレジャー対応型施設条例の設定 ブレジャー対応型施設を設置する。

議第5号 まちづくりクラウドファンディング活用
支援基金条例の設定

まちづくりクラウドファンディング活用支援基金を設
置する。

議第6号 町立病院及び町立診療所条例等の一
部を改正する条例の設定 町立病院において、障害福祉サービスを提供する。

議第 7号 町税条例等の一部を改正する条例の設定 福祉センター条例の公布に伴い、規定の整備を図る。

議第 8号 一般職の職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例の設定

人事院勧告及び人事委員会勧告に基づき、令和 7年度
の一般職の職員の給料表の改正等を行う。

議第 9号
行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律の
一部改正に伴う関係条例の整理に関す
る条例の設定

行政手続における特定の個人を識別する番号の利
用等に関する法律の一部改正に対応するとともに、
規定の整備を図る。

議第10 号 病院事業の設置等に関する条例の一部
を改正する条例の制定 医療の質の向上を目的に病床数を削減する。

議第11号 児童遊園設置条例の一部を改正する
条例の制定 上間沢児童遊園及び稲沢児童遊園を廃止する。

議第12号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例の制定

人事院規則の一部改正に伴い、規定の整備を図る
とともに、町職員の仕事と生活の両立支援の拡充
を行う。

議第13号
家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定

児童福祉の施設及び運営に関する基準等の一部を
改正する内閣府令に基づき、規定の整備を図る。

発議第2号 国による学校給食の無償化を求める意
見書

学校給食について、国の責任において財源確保を行
い、全ての市町村が学校給食の無償化を実施できる
よう強く要望する。

【人事案、条例案等】

（万円単位表示にするため千円以下の端数を調整）

議案番号 会　計 補正の主な内容（▲印は減額） 補正額 補正後の予算額
承認第1号 一般会計(第 10 号) 豪雪による除雪経費の追加 4500 万円 87億 7981万円

議第14号 一般会計(第 11号) 事務事業の確定、急を要する事務事業、
繰越明許費の追加及び地方債の変更 2984 万円 88 億 965 万円

議第15号 国民健康保険特別会計
(第 4号) 歳入予算の組替え －－－　　　 6 億 2136 万円

議第16号 介護保険特別会計
(第 3号)

予防給付計画作成委託料、介護
予防サービス給付費等を追加 535 万円 8億 718 万円

議題17号 宅地造成事業特別会計
(第 1号) 預金利子と繰越金を追加 7 万円 412 万円

議第18号 病院事業会計(第1号) 医療機器整備に充てる企業債の追加、
職員給与費の流用可能額の変更 3000 万円 4億 7627 万円

議第19 号 水道事業会計(第1号) 志津地区配水管布設替工事等追加 5545 万円 1億 9447 万円

【令和6年度各会計補正予算】

令和７年第 1回定例会に提出された主な議案

本会議及び予算特別委員会における会計毎の採決の状況
会　　　　　計

認定の状況

本会議 予算特別委員会

一　般　会　計 議第20号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

特 別 会 計

国民健康保険会計 議第21号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

寒河江ダム周辺施設管理事業会計 議第22号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

後期高齢者医療会計 議第23号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

介護保険会計 議第24号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

企 業 会 計

病院事業会計 議第26号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

水道事業会計 議第27号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

公共下水道事業会計 議第28号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

農業集落排水事業会計 議第29号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

本会議及び予算特別委員会における会計毎の採決の状況

令和7年度
第 1 回
定 例 会

水沢に水沢に！！
ブレジャー対応型施設ブレジャー対応型施設
５月30日オープン５月30日オープン！！

　

個
人
・
少
人
数
グ
ル
ー
プ
観
光
客
に
対
し
、
町
内
宿
泊
施
設
の
整
備
に

よ
る
観
光
消
費
額
の
町
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
実
施
と
町
民
と
の
交
友
交

流
を
通
し
、
交
流
人
口
の
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
に
何
度
も
き
て
い
た
だ
く
こ
と
で
地
元
企
業
と
の
関
係
性

を
強
め
、
課
題
解
決
に
繋
が
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

▽
施
設
の
整
備
内
容

①�

個
人
・
少
人
数
グ
ル
ー

プ
観
光
を
目
的
と
し
た

宿
泊
施
設
（
シ
ン
グ
ル

３
室
・
ツ
イ
ン
１
室
）

②�

交
流
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
、

地
域
と
関
係
強
化
を
目

的
と
し
た
シ
ェ
ア
キ
ッ

チ
ン

③�

オ
ー
プ
ン
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
活
用
で
き
る
Ｗ
ｉ

－

Ｆ

ｉ
通
信
環
境

④�

会
議
室
と
し
て
も
利
用

で
き
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス

※�
ブ
レ
ジ
ャ
ー
と
は
…
ビ
ジ
ネ

ス
と
レ
ジ
ャ
ー
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
で
出
張
の
際
に
そ

の
前
後
で
休
暇
を
と
っ
て
旅

行
を
楽
し
む
事

▲建設中のブレジャー対応型施設
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８
人
の
一
般
質
問

８
人
の
一
般
質
問

質問事項（発言順）

一般質問

８
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

そ
こ
が
聞
き
た
い

そ
こ
が
聞
き
た
い

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ

の
課
題
等
に
つ
い
て
町
の
考

え
方
や
疑
問
を
た
だ
す
の
が

一
般
質
問
で
す
。

　

今
回
の
第
１
回
定
例
会
で

は
８
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま

し
た
。
質
問
と
答
弁
の
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

消
防
団
再
編

消
防
団
員
の
定
数
削

減
に
よ
る
再
編
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

現
在
の
４
分
団
11
部

体
制
は
維
持
し
、町

外
在
住
の
役
場
職
員
を
中

心
と
し
た
役
場
消
防
部

（
仮
称
）を
結
成
し
、積
載

車
1
台
を
配
備
し
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

宮
崎
県
の
高
原
町
か

ら
の
視
察
者
に
は
ど

の
よ
う
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
か
。

新
し
い
交
付
金
の
申

請
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
足
り

な
い
と
の
こ
と
で
、申
請
書

を
書
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。

か
せ
ぐ
事
業
へ
展
開

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
も
、こ
れ
か
ら

の
か
せ
ぐ
事
業
と
し
て
展

開
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

広
報
戦
略

広
報
戦
略
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。

数
多
く
の
プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
仙
台・東
京
の
若
者
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
を
行
って

い
ま
す
。

町
有
林
貸
付
料

町
有
林
の
各
地
区
に

対
す
る
貸
付
料
の
見

直
し
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

貸
付
料
の
見
直
し
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
書
を
書
き
切
る

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

年
内
に
Ｎ
Ｆ
Ｔ
で
百
万
円

位
で
販
売
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

町
民
参
画
型
の
事
業

町
民
も
か
せ
ぐ
取
り

組
み
に
参
画
で
き
る

事
業
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
内
の
古
文
書
・
骨

董
品・工
芸
品
を
、国

の
特
別
交
付
税
の
対
象
と

な
る
文
化
財
に
登
録
し
ま

す
。広
報
誌
や
ミ
ニ
デ
ィ
な

ど
で
広
報
し
町
民
参
画
型

の
事
業
を
行
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
充
足
率

と
救
命
胴
衣
の
配
備

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

団
員
数
は
２
３
７
名

（
定
数
２
７
０
名
）で

充
足
率
は
87
・８
％
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
も

２
名
入
団
し
て
い
ま
す
。来

年
度
に
80
着
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト（
救
命
胴
衣
）を
配

備
し
ま
す
。

問

問

問

問

問

問

１番　佐
さ と う

藤　大
だい

 議員

４番　荒
あ ら き

木　俊
と し お

夫 議員

答答

答 答

答

広
報
発
信
戦
略
の
現
状
と
課
題
は

町
政
視
察
の
現
状
と
か
せ
ぐ
事
業
は

町
有
林
の
活
用
は

安
全
・
安
心
な
防
災
対
策
は

ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ

Ｙ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
の

ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
は

ど
う
な
って
い
ま
す
か
。

４
番
組
に
一
年
間
の

ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
を

国
の
資
金
を
活
用
し
て
安

価
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
流
し
て
い
ま
す
。

利
活
用
対
策

町
有
林
の
利
活
用
計

画
は
あ
り
ま
す
か
。

レ
ー
ザ
ー
計
測
等
を

利
用
し
、
今
後
の
活

用
に
つ
い
て
地
区
と
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
来
年
度

に
町
有
林
の
伐
採
を
実
施

し
、
今
後
の
活
用
方
法
を

検
討
し
ま
す
。

佐藤　大　議員……………………………………P11
１　町政視察の現状と新たなかせぐ事業について
２　町の広報発信戦略の現状と課題について
３　つながるクーポンの実施について

荒木　俊夫　議員…………………………………P11
１　安心・安全な防災対策について
２　町有林の活用について

佐藤　仁　議員 ……………………………………P12
１　町立病院経営強化プランを踏まえた今後の方針について
２　コーポ睦合修繕及び住宅建築支援事業について

飯野　幹夫　議員…………………………………P12
１　DX取り組みによる成果について
２　持続可能な観光戦略について

菅野　邦比克　議員………………………………P13
１　上水道管の更新と水源地の管理状況について
２　海味温泉の今後の運営について

大泉　奈美　議員…………………………………P13
１　町立病院改革評価委員会の意見をどう反映させるか
２　部活動地域移行の現状と今後の方向性は

佐藤　耕二　議員…………………………………P14
１　町の健康診断と病院の医師確保等について
２　町立図書館を考える

佐藤　光康　議員…………………………………P14
１　令和７年度の役場の人員体制について

※�第１回定例会の傍聴者は延べ14人、YouTubeでの視聴者は延べ1,424人で
した。ご覧いただいた皆さん、ありがとうございました！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和７年3月末時点）

問 答答

問答

問答

※�

つ
な
が
る
ク
ー
ポ
ン
推
進
に
つ

い
て
の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
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８
人
の
一
般
質
問

８
人
の
一
般
質
問

令
和
６
年
12
月
20
日

に
無
償
譲
渡
契
約
を

締
結
し
て
お
り
ま
す
。今

年
の
４
月
１
日
以
降
も
継

続
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
来
年
度
耐
震
工
事
を

行
い
ま
す
。

比
較
資
料

朝
日
町
立
病
院
と
の

比
較
資
料
が
あ
り
ま

す
が
、
経
営
の
参
考
に
さ

れ
る
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

積
極
的
に
参
考

一
概
に
比
べ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、医

業
収
益
、人
件
費
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
数
値
が
解
り
に

く
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、

記
載
し
ま
し
た
。他
の
公
立

病
院
の
取
り
組
み
も
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
の
修
繕
工
事
は

竣
工
後
32
年
の
建
物

で
あ
り
、
内
・
外
装

等
調
査
の
う
え
、
コ
ス
ト

を
含
め
計
画
的
に
修
繕
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
の
計
画
は

ど
う
で
す
か
。

経
営
強
化
プ
ラ
ン

改
訂
に
向
け
て
対
話

会
や
町
立
病
院
改
革

評
価
委
員
会
で
出
さ
れ
た

意
見
を
ど
の
よ
う
に
反
映

し
て
い
き
ま
す
か
。

町
民
の
意
見
を
重
視

町
広
報
紙
、
お
し
ら

せ
、
つ
な
が
る
く
ん

を
使
っ
た
情
報
発
信
、
医

療
Ｄ
Ⅹ
の
推
進
な
ど
、
町

外
か
ら
の
患
者
さ
ん
を
増

や
す
こ
と
、
新
規
の
健
診

者
の
取
り
こ
み
を
明
記
し

て
い
ま
す
。

志
津
会
館
建
設
は

建
替
え
を
約
束
し
て

解
体
し
た
志
津
会
館

の
建
設
要
望
に
対
す
る
対

応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
す
か
。

建
設
場
所
の
選
定
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

取
組
み
と
今
後
は

休
日
の
部
活
動
地
域

移
行
に
つ
い
て
の
こ

れ
ま
で
の
取
組
み
と
、
今

後
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
ま
す
か
。

具
体
的
な
成
果
は

取
り
組
ん
だ
こ
と
に

よ
る
行
政
コ
ス
ト
及

び
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
ど
の

よ
う
な
成
果
と
な
り
ま
し

た
か
。行

政
コ
ス
ト
で
は
、

①
紙
使
用
、
70
％
減 

②
郵
便
料
金
、
45
％
減

③
商
品
券
配
布
時
間
が
90

％
減

④
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
の

効
率
化
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
工
事
予
定

令
和
７
年
度
に
基
金

や
第
２
世
代
交
付
金

を
財
源
に
外
装
及
び
屋
上

防
水
修
繕
の
設
計
及
び
工

事
を
行
い
、手
す
り
等
は

可
能
な
限
り
設
計
に
反
映

し
、ま
た
部
屋
の
改
修
計

画
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

問

問

10番　菅
か ん の

野 邦
くに

比
ひ こ

克 議員

７番　大
おおいずみ

泉　奈
な み

美 議員 2番　飯
い い の

野　幹
み き お

夫 議員

答答

病
院
改
革
評
価
委
員
会
の

　
　
　
　

意
見
を
ど
う
反
映
さ
せ
る
か

コ
ー
ポ
睦
合
修
繕
工
事
は

部
活
動
地
域
移
行
の
現
状
と
方
向
性
は

持
続
可
能
な
観
光
戦
略
と
は

D
X
取
組
み
に
よ
る
成
果
は志

津
の
玄
関
口
に
あ

る
仮
設
ト
イ
レ
は
大

変
悪
評
価
で
す
が
、
改
善

す
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

多
機
能
小
型
ト
イ
レ

カ
ー
で
の
対
応
を
考

え
て
い
ま
す
。防
災
面
で
は
、

消
防
ポ
ン
プ
車
の
保
管
の

見
直
し
を
考
え
て
い
ま
す
。

町
の
支
援

実
態
の
調
査
、
ス
ポ

ー
ツ
協
会
な
ど
と
の

対
話
会
を
行
い
、
町
と
し

て
支
援
し
指
導
者
の
確
保

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

①
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書

発
行
３
７
８
件

②
役
場
に
行
か
な
い
ス
マ

ー
ト
申
請
２
０
０
０
件
以

上③
書
か
な
い
窓
口
申
請
３

８
３
件

④
大
井
沢
郵
便
局
で
の
証

明
書
発
行
93
件

⑤
職
員
の
電
子
決
済
に
よ

る
迅
速
な
意
思
決
定
な
ど

が
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

答 問

病
院
機
能
の
維
持
は

今
後
の
経
営
状
況
に

よ
っ
て
は
診
療
所
化

と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

方
向
性
は
ど
う
で
す
か
。

病
院
と
し
て
運
営
継
続

対
話
会
や
ア
ン
ケ
ー

ト
等
町
民
の
要
望
を

踏
ま
え
病
院
と
し
て
の
運

営
継
続
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

病
床
数
の
減
床
は

今
年
４
月
か
ら
の
病

床
数
と
内
訳
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
床
か
ら
　
床
に

地
域
包
括
ケ
ア
病
床

５
、
一
般
病
床
23
、

合
計
28
床
で
運
営
し
て
い

き
ま
す
。

問問

５番　佐
さ と う

藤　仁
ひとし

 議員

答 町
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン

　
　
　
　

を
踏
ま
え
た
今
後
の
方
針
は

答 問答

43

28

答答 問問 問答

配
管
の
更
新
と
費
用

配
管
の
更
新
と
費
用

は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

町
民
の
意
見
を
重
視

配
管
の
耐
用
年
数
は

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
更
新
基
準
）
に
よ

り
、
40
年
か
ら
70
年
に
な

っ
て
い
ま
す
。
更
新
費
用

は
一
年
で
１
億
５
千
万
円
。

40
年
で
約
60
億
円
に
な
り

ま
す
。

契
約
の
進
捗
状
況

譲
渡
契
約
の
進
捗
状

況
と
４
月
１
日
以
降

の
利
用
は
で
き
る
の
で
す

か
。
ま
た
改
築
な
ど
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

水
源
地
の
地
滑
り
対
策

上
小
沼
の
水
源
地
の

地
滑
り
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

現
在
変
化
は
な
く
、

対
策
は
行
っ
て
い
ま

す
。
水
量
の
変
化
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
他
の
７
ケ

所
の
水
源
地
も
水
量
は
変

わ
ら
ず
変
化
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問問

問

答

答答

上
水
道
管
の
更
新
と

　
　
　
　
　
　

水
源
地
の
管
理
状
況
は

海
味
温
泉
の
今
後
の
運
営
は
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８
人
の
一
般
質
問

現
状
維
持

県
立
図
書
館
と
本
の

貸
し
借
り
も
適
切
に

交
流
し
て
お
り
、小
学
校
図

書
館
と
一
緒
に
す
る
こ
と

は
補
助
金
の
関
係
も
あ
る

の
で
こ
の
ま
ま
で
い
き
ま
す
。

医
師
等
の
確
保

医
師
等
の
確
保
の
対

応
は
ど
う
し
て
い
ま

す
か
。
ま
た
新
県
立
病
院

建
設
が
町
立
病
院
存
続
に

与
え
る
影
響
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

山
大
病
院
に
要
望

町
長
と
院
長
が
山
大

病
院
へ
要
望
に
い
き

成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
病

院
の
存
続
に
向
け
新
病
院

の
構
想
に
参
画
し
な
が
ら
、

町
立
病
院
の
サ
テ
ラ
イ
ト

化
も
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と

考
え
ま
す
。

町
立
図
書
館

町
立
図
書
館
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
小
学
校
の

図
書
館
と
同
じ
場
所
に
設

置
で
き
ま
せ
ん
か
。

眼
底
検
査

特
定
健
診
に
眼
底
検

査
が
あ
り
ま
す
。
西

川
町
は
右
目
の
み
で
す
が
、

両
目
の
検
査
に
変
更
で
き

ま
せ
ん
か
。

両
目
の
検
査
に

片
目
の
検
査
は
西
川

町
だ
け
な
の
で
、
庁

内
で
検
討
し
た
結
果
来
年

度
か
ら
両
目
の
検
査
を
し

ま
す
。

問 問

8番　佐
さ と う

藤　耕
こ う じ

二 議員

6番　佐
さ と う

藤　光
みつやす

康 議員

答

町
立
図
書
館
を
考
え
る

健
康
診
断
と
町
立
病
院
の
医
師
確
保
は

問

答

答

退
職
予
定
者
の
人
数

今
年
度
、
正
職
員
で

退
職
予
定
の
方
は
何

名
で
す
か
。

三
月
末
の
今
年
度
の

退
職
者
の
人
数
で
す

が
、
現
段
階
で
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。

定
年
前
の
退
職
者

定
年
前
に
辞
め
る
正

職
員
が
増
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
係
長
や
主
事

な
ど
の
経
験
豊
か
な
職
員

が
辞
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
大
き
な
町
の
損
失

だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す

か
。

人
生
80
年
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
辞
め
ら

れ
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

で
も
私
は
無
理
や
り
働
い

て
く
だ
さ
い
と
は
言
い
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
一
人

お
辞
め
に
な
れ
ば
人
件
費

令
和
７
年
度
の
役
場
の
人
員
体
制
は

が
若
い
人
二
人
雇
え
る
か

ら
で
す
。
私
は
そ
う
い
う

合
理
的
な
考
え
を
持
っ
て

い
ま
す
。

来
年
度
の
職
員
採
用
予
定

来
年
度
の
職
員
採
用

は
何
名
を
予
定
し
て

い
ま
す
か
。
社
会
人
枠
で

の
採
用
は
あ
り
ま
す
か
。

現
時
点
で
は
９
人
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
採
用
試
験
に
お
い

て
社
会
人
枠
で
の
採
用
は

実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

答

問問 答答

議会傍聴のご案内
議場で行う本会議はイン
ターネットで中継してい
るほか、過去の映像を視
聴することもできます。
町HPやYoutubeから、
ぜひご覧ください。

次期定例会は

６月です

議会の動き議会の動き
臨時会

■1月23日　令和７年第１回臨時会

議会全員協議会

■1月23日　老人福祉センターの財産取得など

■2月20日　令和７年度予算(案)内示

■３月 ３ 日　道の駅にしかわ改修計画の概要ほか

議会運営委員会

■２月18日　令和７年第１回定例会の運営

■３月10日　令和７年第１回定例会の運営

■３月18日　議長の発言取消留保の件

総務厚生常任委員会

■３月 ３ 日　請願審査、閉会中の継続調査ほか

産業建設常任委員会
■３月 ３ 日　閉会中の継続調査ほか

広報公聴常任委員会

■３月 ３ 日　議会だより132号編集会議

■３月14日　入稿前編集会議

■３月18日　第１回校正

■３月2４日　第２回校正

■３月27日　第３回校正

■４月 ７ 日　第４回校正、校了

監
査
功
労
者
表
彰
を
受
け
る

　

令
和
６
年
度
山
形
県
町

村
監
査
功
労
者
表
彰
に
お

い
て
、
荒
木
俊
夫
さ
ん

（
吉
川
）
が
、
町
監
査
委

員
と
し
て
の
永
年
の
功
労

が
認
め
ら
れ
、
県
町
村
監

査
委
員
協
議
会
か
ら
功
労

者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

荒
木
さ
ん
は
、
平
成
元

年
12
月
２
日
に
町
監
査
委

員
に
ご
就
任
さ
れ
、
町
の

財
務
や
事
務
事
業
の
調
査

に
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。

▲荒木俊夫監査委員

（6月4日からの予定）

　

３
月
５
日
の
一
般
質
問

に
お
け
る
事
前
通
告
制
度

を
確
認
す
る
た
め
に
３
月

４
日
、５
日
の
You
Tu
be

動
画
配
信
を
停
止
し
、確

認
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。な
お
、確
認
に
は
１
か

月
か
ら
１
か
月
半
く
ら
い

か
か
る
予
定
で
す
。確
認

が
終
了
次
第
、配
信
を
再

開
す
る
予
定
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
、

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

無
い
よ
う
十
分
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
理
解

の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▽
対
応
策

①�

事
前
通
告
の
内
容
の
確

認
②�

確
認
で
き
な
い
情
報
に

よ
る
質
問
に
な
っ
て
い
な

い
か
の
確
認

③�

個
人
情
報
の
保
護
に
触

れ
る
も
の
が
な
い
か
等
の

確
認

議
長
か
ら
の

議
長
か
ら
の
　　

お
詫
び

お
詫
び

問
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１
コ
マ

１
コ
マ

発
行

／
山

形
県

西
村

山
郡

西
川

町
議

会
　

編
集

／
広

報
公

聴
常

任
委

員
会

　
　

　
　

〒
990-0792　

山
形

県
西

村
山

郡
西

川
町

大
字

海
味

510　
TEL 0237-74-5055　

FAX 0237-74-2601　
印

刷
／

寒
河

江
印

刷
㈱

令
和

７
年

４月
１５日

発
行

132号

編
　後
　集
　記

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　

議　

長　
　

菅
野
邦
比
克

《
編
集
委
員
》

　

委
員
長　
　

佐
藤　

光
康

　

副
委
員
長　

飯
野　

幹
夫

　

委　

員　
　

荒
木　

俊
夫

　

委　

員　
　

後
藤　

一
夫

　

委　

員　
　

佐
藤　
　

大

　

昨
年
は
小
雪
で
し
た
が
、
今
年

の
冬
は
一
転
し
て
大
雪
に
な
り
ま

し
た
。
雪
に
は
慣
れ
て
い
る
私
た

ち
で
す
が
、
例
年
に
な
く
除
雪
の

苦
労
や
寒
さ
が
骨
身
に
染
み
た
方

が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

雪
下
ろ
し
な
ど
で
け
が
を
さ
れ

た
方
の
一
日
も
早
い
回
復
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。　
　
　

　

い
よ
い
よ
山
野
が
芽
吹
く
美
し

い
季
節
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

気
候
変
動
で
、
予
測
の
つ
か
な
い

こ
と
も
増
え
、
世
界
中
で
災
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
町
民
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
対
策
を
し
っ
か
り
話
し
合
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

       �

（
佐
藤　

光
康
）

わたしたちわたしたちののすっだいこと!すっだいこと!

町
の
た
く
さ
ん
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
”あ
お
ぞ
ら
舞
踏
会
“
を
通

じ
て
、
人
と
人
・
町
と
町
を
繋
げ
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
達
と
共
に
楽
し
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

屋
外
で
も
使
用
可
能
な
大
型
ス
ピ
ー
カ
ー

と
”あ
お
ぞ
ら
舞
踏
会
“ 

の
ス
テ
ー
ジ
に
掲

げ
る
横
断
幕
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

大
型
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、”あ
お
ぞ
ら
舞
踏
会
“の

み
な
ら
ず
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
（
今
年
度

は
T
R
A
S
の
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
、
台

湾
交
流
会
、 

町
外
の
お
祭
り
な
ど
）
で
も
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
は
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

毎
号
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

普
段
は
な
か

な
か
お
会
い
す
る

こ
と
の
で
き
な
い

議
員
さ
ん
や
町

の
方
々
の
顔
写

真
が
記
事
と
共

に
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
、
と
て

も
読
み
や
す
い
で

す
。

ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
「
子
ど
も
達
と
つ
く
る
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
”あ

お
ぞ
ら
舞
踏
会
“で
町
を
元
気
に
！
」

　

西
川
ス
マ
イ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
ダ
ン
ス
を
楽

し
み
な
が
ら
心
と
体
を
鍛
え
、
日
々
の
生
活

が
よ
り
イ
キ
イ
キ
と
健
康
に
な
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
る
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
に
西
川
町
で
楽
し
い
経

験
を
た
く
さ
ん
し
て
も
ら
い
、
例
え
ば
、
町

を
一
度
離
れ
て
も
ま
た
戻
って
き
て
く
れ
る
よ

う
な
地
元
愛
を
も
っ
た
子
ど
も
達
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
、活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

あ
お
ぞ
ら
舞
踏
会
で
は
、
子
ど
も
達
と
共

に
手
作
り
の
旗
を
作
成
し
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
や
有
志
の
方
々
と
共
に
会
場
と
な
る
フ
ェ
リ

シ
ア
公
園
を
整
備
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
銘

水
館
の
秋
ま
つ
り
と
同
時
開
催
す
る
こ
と
で
、

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
な
が
ら
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ 

ー
マ
ン
ス
を
楽
し
め
る
空
間
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

2
年
目
の
今
年
も
、
昨
年
同
様
、
2
5
0

名
以
上
の
ダ
ン
サ
ー
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

令
和
５
年
度
ま
ち
づ
く
り
団
体
活
動

補
助
金
交
付
団
体
紹
介

西
川
ス
マ
イ
リ
ー
ク
ラ
ブ

代
表　

伊
藤 
浩
子
さ
ん
（
海
味
）

　

中
学
校
で
の
勉
学
や
体
育
祭
や
部
活

動
で
大
活
躍
し
た
思
い
出
多
い
３
年
間
。

　

阿
部
校
長
先
生
か
ら
「
志
を
高
く
持

っ
て
、
故
郷
を
愛
し
て
下
さ
い
」
の
祝

辞
を
受
け
在
校
生
か
ら
祝
福
と
感
謝
の

拍
手
を
受
け
て
、
輝
か
し
い
未
来
に
向

け
て
歩
み
出
し
ま
し
た
。

輝
か
し
い
未
来
へ

表
紙

　
　か
ら

▲西川スマイリークラブの皆さんと参加者


